
 不動産の「どうなってるの？」を解決する　　日本橋鑑定総合事務所発の不動産の最新ニュース

不動産実務現場の視点

「動きだした不良債権処理2009！」

借地権・底地にまつわるコラム

「境界めぐりトラブル、取返しのつかない事態に発展！」

　　　　　☆今後、このFAXがご不要の方は、大変ご面倒をおかけいたしますが、そのまま返信して下さい。次回から停止をいたします☆

　年末から年始にかけて不良
債権処理に伴うデューデリ
ジェンス（資産査定）のため
の査定依頼が急増していま
す。大量の不良債権がクロー
ズされた市場に放出されるよ
うで、正月返上した同業者も
いたかもしれません。

　昨年は不動産市況が急速に
悪化し、また経済状況も１０
０年に１度の世界危機とも言
われます。いまだ米国などは
戦時下にあるようです。

　日本でもサブプライム問題
を端にして経済は激変しまし
た。不動産会社の大型倒産３
社による負債合計は約５７０
０億円にもなります。そのほ
か外資系金融機関や不動産

ファンドなどを含めると膨大
な不動産が国内には眠ってい
ます。

　これらの不動産が大量に処
理されるのは経済にとって長
期的にみて良い事だと思いま
す。しかし、あまりに早急す
ぎる処理がなされると不動産
市場の需給が崩れてしまう懸
念があります。需要が追いつ
かず、不動産価格について大
きな値崩れが起こり得るかも
しれないのです。

　5～10年前位まで不良債権の
買い手の中心は、外資系金融
機関でした。しかし不思議な
もので今度の不良債権処理で
は売り手側になってしまいま
した。

　今回はかつての外資系金融
機関などは影を潜めており、
不良債権の買い手プレーヤー
自体の数が少ないため、必然
入札価格は低くなってしまう
ことが想定されます。

　「安く仕入れて高く売る」
のは基本的な経済活動です。
今のこういう状況をチャンス
と捉え時流を掴む金融機関な
どが今後の金融・不動産業界
を牽引していくのでしょう。

　先日報道ステーションで土
地境界をめぐって隣地同士が
何十年にわたり争い、とうと
う殺人事件に発展したという
衝撃的なニュースを放送して
いました。被害者は老夫婦
（80歳前後）、加害者は40代
半ば位。

　両家は土地の境界線を巡っ
て、度々口論しているところ
などが目撃されており、20年
間こうしたトラブルが続いて
いたといいます。遡ればトラ
ブルは親の代から続いていた
とか。

「互いに誠意を持って話し
合っていたら、こんな事件に
ならなかった」「日ごろの積

み重ねが悲惨な事態を招いた
のでは」ということでしたが
一度壊れた関係を修復するこ
とはなかなか難しいようで
す。

　借地底地問題を抱えてる方
からも『とても他人事とは思
えない』との声をよくお聞き
ます。
　土地賃貸借契約の基本は、
信頼関係の原則と言われます
が、法律論は別として、実態
は双方の信頼関係はすでに破
壊されているケースの方が多
いようです。

　また土地・借地権を引き継
いだ子息にまでトラブル関係
も含めて相続させてしまうの

も大きな問題となっていま
す。受け継いだ子供たちを不
幸にさせているのです。今回
の事件も親の代からの問題で
したのでもっと早く解決して
いればこんな事件は起こらな
かったと言えるでしょう。

　できることなら、早く借地
関係を解消した方が身のため
(？)、子供の為と言えます。

　なかなかタイミングが合わ
ないようですが、どちらか一
方から底地や借地権の買取・
売却の打診を受けたら、又と
ない機会ですので長年の借地
底地問題を解消して遺恨を子
孫代々に残さず、スッキリさ
せたいところです。
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不動産問題の専門家が解決します！
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新年あけましておめでとうござ
います。本年もよろしくお願い
致します。


